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泉 鏡 冗 



「そんな りっぱな こと を 言って、 きっと だね」 

奴 は 昂然と して、 

うそ あたま 

「虚言と 坊主の 髪 は、 いった ことはありません」 

「なんだ ね、 しゃらくさい」 

ほおえ おんな 

微笑みつつ 女子 はかく 言い捨てて 乗り込みたり。 

としごろ 

その 年紀は 二十 三、 四、 姿 はしいて 満開の 花の 色 を 

洗いて、 清楚た る 葉桜の 緑 浅し。 色白く、 鼻筋 通り、 

まゆ めざし 

眉に 力み ありて、 眼 色に いくぶんの すごみ を 帯び、 見 

る だに 涼しき 美人な り。 

くし ま つか 

これ はたして 何者なる か。 髪 は 櫛 巻きに 束ねて、 素 

顏を自 侵に※ 脂 〔# 「月 + 因」、 6-1S のみ を 点したり。 



よ ぺん ひもと 

合 所の 縁に 倚りて、 ー篇の 書を繙 ける 二十 四、 五の 

わかもの めくら じ ま もも ひ よご 

壮佼 あり。 盲 縞 の 腹掛け、 股引きに 汚れた る 白 小 倉 

ほつ ふかぐつ は つばび ろ 

の 背広 を 着て、 ゴムの 解れた る 深靴 を 穿き、 鰐 広なる 

むぎわら あみだ かぶ また ひざ 

麦稈帽子 を 阿弥陀に 被りて、 踏ん 跨ぎた る 膝の 間に、 

ちゃかっしょく うずげ い 

茶褐色なる 渦 毛の 犬の 太く たくまし きを 容れ て、 そ 

の 頭 を 撫でつつ、 専念に 書見した りしが、 このと き 鈴 

ね ひと 

の 音 を 聞く と 斉しく 身 を 起こして、 ひらりと 御者 台に 

乗り移れり。 

かたち きゃしゃ しんげん 

渠の 形軀は 貴公子の ごとく 華 車に、 態度 は 森厳に し 

て、 そのうち おのずから 活潑の 気 を 含めり。 陋 しげに 

くろ おもて よくみ せいろめ いび 

日に 黧 みたる 面 も 熟視れば、 清※ 明 眉 〔# 「目 + 盧」、 



そうぼう ひい よのつね ばてい ちり まみ 

7-12「 相貌 秀でて 尋常なら ず。 とかく は 馬蹄の 塵に 塗 

れて 鞭を揚 ぐるの 輩に あらざる なり。 

かくし かわ ひも つ 

御者 は 書卷を 腹掛けの 衣 兜に 収め、 革 紐を附 けたる 

むち と しず さば 

竹 根の 鞭 を 執りて、 徐 かに 手綱 を 捌きつつ 身 構うる と 

き、 一 輛の 人力車 ありて 南より 来た リ、 疾風の ごとく 

力す またた こま 

馬車の かたわら を 掠めて、 瞬く間に 一 点の 黒影と な 

リ畢ん ぬ。 

美人 はこれ を 望みて、 

くるま 

「おい 小僧さん、 腕 車より おそい じ やない か」 

奴の いまだ 答えざる に 先 だち て、 御者 はきと 面を抗 

げ、 かすかに なれる 車の 影 を 見送りて、 



席に 安ん ずる を、 隣た る 老人 は感に 堪えて、 

「おまえさん どうもお 強い。 よく 血の道が 発り ません 

おとこ まさ リ わたし 

ね。 平気な もの だ、 女丈夫 だ。 私なん ぞ はからき し 

I 心気 地 はない。 それ も その はず かい、 もう 五十八 だ も 

の」 

ことば お でこぼこ みち 

その 言 の訖 わらざる に、 車 は 凸凹 路を 踏みて、 がた 

つまず おやじ なぎたお は 

くりんと 跌 きぬ。 老夫は 横様に 薙仆 されて、 半ば 禿 

ほうねん あたま まくら 

げたる 法然頭 は どつ さりと 美人の 膝に 枕 せり。 

「あれ、 あぶない！」 

と美 人 は その 肩 をし かと 抱きぬ。 

老夫 はむ くむく 身 を 擡げて、 



「へい これ は、 これ はどう も はばかり 様。 さぞお 痛う 

ございましたろう。 御免な すって ください ましよ。 い 

や はや、 意気地はありません。 これ さ 馬丁さん や、 も 

し 若い 衆さん、 なんと 顚 覆る ような こと はなかろう 

の」 

御者 は 見 も 返らず、 勢 i めた る 一 鞭 を 加えて、 

「わかりません。 馬が 跌き やそれ までで さ」 

め まる うろた 

老夫は 眼 を 円く して 狼狽えぬ。 

ころ さき つえ 

「いやさ、 転ばぬ 前の 杖 だよ。 ほんに お願い だ、 気 を 

としょり ほう 

着けて おくれ。 若い 人と 違って 年老の こと だ、 放り出 

-P わ やわ 

されたら それまで だよ。 もういい かげんに して、 徐々 



「それ もそう です けれどもな、 老者 はまこと に はや ど 

う も。 第一 この 疝に 障ります のでな」 

おやじ 

と 遠慮が ちに 訴 うる は、 美人の 膝枕せ し老 夫な り。 

馬 は 群がる 蠅と 虻との 中に 優々 と 水飲み、 奴 は 木蔭の 

し よ うぎ たお く 

床几に 大の 字な りに 僵れ て、 むしゃむしゃと 菓子 を 吃 

かまち いこ たばこ くゆら 

ら えり。 御者 は 框 に 息いて 巻き 莨 を 燻しつ つ 茶店 

力 力 もの 力た 

の * と 語 りぬ。 

「こり や 急に 出そう もない」 と 一 人が 眩けば、 田舎 女 

房と 見えた るが その 前面に いて、 

「憎々 しく 落ち着いて るじゃありません かね」 

はつごん しゃ 

最初の 発言者 はます ます 堪えかねて、 



世話人 は 帽子 を 揺り動かして 銭 を 鳴らし つ つ、 

しめ 

「X て 金 六十 六 銭と 五 厘！ たいした ことにな リ まし 

た。 これなら 馬は龃 けます ぜ」 

御者 はすで に 着席して 出発の 用意せ り。 世話人 は 酒 

手 を 紙に 包みて 持ち 行きつ。 

「おい、 若い 衆さん、 これ は 皆さんからの 酒手 だよ。 

六十 六 銭と 五 厘 あるの だ。 なにぶん ひとつ 奮発して ね。 

頼む よ」 

渠は 気軽に 御者の 肩を拊 きて、 

「隊長、 一晩 遊べる ぜ」 

ながしめ み や そらうそぶ 

御者 は 流眄に 紙包み を 見遣りて 空嘯 きぬ。 



かた こば 

とせり。 渠は 固く 拒みて、 

き め 

「思し召し はありが と う) J ざ い ますが 、 規定 の 賃銭 の 

ほかに 骨折 リ賃を 戴く 理由が ございません」 

世話人 は 推し 返された る 紙包み を 持て 扱い つ つ、 

わ け へちま くれ 

「理由 も 糸瓜 も ある もの かな。 お 客が 与る というんだ 

から、 取つ といたら いい じ やない か。 こういう もの を 

もら くるま ぬ 

貰って 済まない と 思ったら、 一骨 折って 今の 腕 車を抽 

いて くれた まえな」 

「酒手なん ぞは 戴かな くっても、 十分 骨 は 折って るで 

す」 

世話人 は 冷笑い ぬ。 



き 

「そんな りっぱな 口 を※ 〔# 「口 + 世」、 16-12 いたって、 

約束が 違 や 世話 はねえ」 

御者 はきと 振り 顧り て、 

「なんです と？」 

「この 馬車 は 腕 車より 迅 いという 約束 だぜ」 

げんぜん 

儼然として 御者 は 答えぬ。 

「そんなお 約束 はしません」 

「おっと、 そうは 言わせない。 なるほど 私たちに はし 

なかった が、 この 姉さんに はどう だい。 六十 六 銭 五 厘 

のうち、 一 人で 五十 銭の 酒手 をお 出しな すった の はこ 

のかた だよ。 あの 腕 車よ リ迅く 行って もらおうと 思 や 



はく だ い はず 

こそ、 こうして 莫大な 酒手 も 奮もうと いうの だ。 どう 

だ、 先生、 恐れ入つ たか」 

うごめ そ びら つ 

鼻蠢 かして 世話人 は 御者の 背 を 指 もて 撞 きぬ。 渠 

は 1 言 を 発せず、 世話人 はすこぶ る 得意な りき。 美人 

は戯 るるが ごとくに 詰れり。 

「馬丁さん、 ほんと に 約束 だよ、 どうした つてんだ ね」 

かんもく くちびる 

なお 渠は 緘黙せ り。 その 脣 を 鼓動すべき 力 は、 渠 

の 両腕に 奮いて、 馬蹄た ちまち 高く 挙 ぐれば、 車輪 は 

やぼね 

その 輻の 見るべからざる までに 快 転せ り。 乗り合い 

なみ ゆ う あ 

は 再び 地上の 瀾に 盪られ て、 浮沈の 憂き目に 遭いぬ。 

しょうて い 

縦騁 五分 間の のち、 前途 はるかに 競争者の 影を認 



乗り合い は 顔 を 見合わせて、 この 謎 を 解く に 苦しめ 

リ。 美人 は渠の 言う がま まに 車 を 下れば、 

「どうか こちらへ」 と 御者 はお のれの 立てる 馬の そば 

に 招きぬ。 美人 はます ます その 意 を 得 ざれ ども、 なお 

渠 の 言 うが ままに 進み 寄りぬ。 御者 はもの を も 一一 一一 n わ ず 

また 力 

美人 を 引つ 抱えて、 ひらりと 馬に 跨りた リ。 

たまげ 

魂消た る は 乗り合い なり。 乗り合い は 実に 魂消た る 

おもて あ つ 

なり。 渠らは 千 体 仏の ごとく 面 を 鳩め、 あけら かん 

と 頤 を 垂れて、 おそらく は 画に も 観るべからざる こ 

ていたらく め 

の 不思議の 為体に 眼 を 奪われた りしに、 その 馬は奇 

ふるま い 

怪 なる 御者と、 奇怪なる 美人と、 奇怪なる 挙動と を 載 



〔# 「風に よう」 + 「容」 の 「口」 に 代えて 「又」、 20-11U と 

リ ようえき た かわ 

両腋に 起こりて 毛髪 竪ち、 道 はさながら 河の ごとく、 

ほんち ゆう まろ 

濁流 脚下に 奔注 して、 身 はこれ 虚空 を 転ぶ に 似たり。 

おも や とど 

渠は 実に 死すべし と 念い ぬ。 しだいに 風歇 み、 馬駐 

こんとう しょうき 

まると 覚えて、 直ちに 昏倒して 正気 を 失いぬ。 これ 御 

者が 静かに 馬より 扶け 下ろして、 茶店の 座敷に 舁き入 

あるじ おうな たの 

れ たりし ときな り。 渠 はこの 介抱 を 主の 嫗に嘱 みて、 

つ るいば むちう 

その 身 は 息 を も 継かず 再び 羸 馬に 策ち て、 もと 来し 

みち 

路を 急. きけ り。 

さ ぼうば な さと 

ほどなく 美人 は 醒めて、 こ は 石 動の 棒 端なる を 覚り 

ぬ。 御者 はすで にあらず。 渠は その 名 を嫗に 訊ねて、 



よそお と き ちりめん ひとえ なみ ぬ い 

を粧 い、 朱鷺色 縮緬の 単衣に、 銀糸の 浪 の剌繡 ある 水 

ろ かみしも 

色 鋁の社 杯 を 着けたり。 渠 はしと やかに 舞台よ き 所に 

進みて、 一礼 を 施せば、 待ち構え たりし 見物 は 声々 に 

わめ 

喚きぬ。 

だいみ ようじん 

「いよう、 待って ました 大明 神様！」 

「あでやか あでやか」 

お ら 

「ようよう 金 沢 暴し！」 

「ここな 命取り！」 

やん や しず おもて もた 

喝采の 声のう ちに 渠は徐 かに 面 を 擡げて、 情 を 含 

みて 浅 笑せ り。 口上 は 扇 を 挙げて J ^し、 

「東西！ お 目通りに 控えさせ ましたる は、 当座の 太 



夫 元 滝の 白糸に ござり まする。 お 目見え 相 済み ますれ 

ば、 さっそくながら 本芸に 取り掛からせ まする。 最初 

こて しら ちょう 

腕 調べと して 御覧に 入れます る は、 露に 蝶の 狂い を 

かたど あけぼの 

象りまして、 (花 野の 曙 )。 あり や 来た、 よいよ いよ 

いさて」 

ゆんで と 

さて 太夫 はなみな み 水 を 盛りた る コップ を 左手に 把 

りて、 右手に は 黄白 二 面の 扇子 を 開き、 やと 声 発け て 

いれちがい ひとつ お 

交互 に 投げ 上 ぐれば、 露 を 争う 蝶 一 双、 縦横 上下に 逐 

しずく こぼ やす 

いつ、 逐 われつ、 I 卞も 滴さず 翼 も 息め ず、 太夫の 手に 

とど あや れんま 

も 住まら で、 空に 文 織る 練磨の 手術、 今 じ や 今 じ やと、 

だみごえ よば おもて あ 

木戸番 は 濁声 高く 喚 わりつつ、 外面の 幕 を 引き揚げた 



夜 はすで に 十一 時に 近づきぬ。 磧は凄 涼と して 

ひと リ じんえい ろき 

一 箇の 人影 を 見ず、 天 高く、 露 気 ひややかに、 月の み 

ぞ ひとり 澄めり ける。 

ね つ とう きわ おさ 

熱鬧を 極めたり し 露店 はこと ごとく 形を斂 めて、 た 

ち と ±3 しび 

だ ここ かしこに 見世物 小屋の 板囲い を洩 るる 燈火 は、 

なご リ とど かわ 

かすかに 宵の ほどの 名残 を 留めつ。 河 は 長く 流れて、 

むこうやま わたと ころ もた 

向山の 松風 静かに 度る 処、 天神 橋の 欄干に 靠れ て、 

まどろ おの こ 

うとうとと 交 睫む 漢子 ぁリ。 

渠は 山に 倚り、 水に 臨み、 清風 を 担い、 明月 を t 戴き、 

しょうぜん 

了然 たる 一 身、 蕭然 たる 四 境、 自然の 清福 を 占領して、 



う ま 

抱かれて、 馬上の 合い乗り をした 女 さ」 

「おお！ そうだ」 横手 を拍 ちて、 馭者 は大 A を 発せ 

り、 白糸 は その 声に 驚かされて、 

「ええび つくりした。 ねえお まえさん、 覚えて おいで 

だろう」 

「うむ、 覚えと る。 そうだった、 そうだった」 

馭者 は脣 辺に 微笑を浮かべて、 再び 横手 を拍 てり。 

おも 

「でも 言われる まで 憶い 出さない なん ざ あ、 あんまり 

不実す ぎる のね え」 

「いや、 不実と いう わけで はない けれど、 毎日 何十 人 

という 客の 顔 を、 いちいち 覚えて いられる もので はな 



「おや、 もちろんと は 御 挨拶 だ。 でも、 慘婦の 一 人 や 

はレ ん 

半分 はありましょう」 

「ばかな！」 と 馭者 は 一 暍 せり。 

「じ やない の？」 

「知れた こと」 

「ほんと にヮ -」 

「くど いな あ」 

そら うそぶ 

渠 はこの 問答 を 忌まわしげ に 空嘯きぬ。 

と し ひとりみ 

「おまえさんの 壮年で、 独身で、 情婦がない なんて、 

おとこ は じ 

ほんと に 男子の 恥辱 だよ。 私が 似合わし いの を 一 人世 

話して あげよう か」 



馭者 は 傲然と して、 

「そんな もの は 要らん よ」 

そ" つじ 

「おや、 ご免なさい まし。 さあ、 お 掃除が できた から、 

一 服 戴こう」 

き つ 

白糸 はまず 二 服 を 吃して、 三 服 目 を 馭者に、 

「あい、 上げましょう」 

「これ はありが とう。 ああよ く 通った ね」 

つま 

「また 壅った とき は、 いつでも 持って お出でなさい」 

大口 開いて 馭者 は 心 快げ に 笑えり。 白糸 は 再び 煙管 

を 仮 りて、 のどかに，， 烟を 吹きつつ、 

「今の 顚 末と いうの を 聞かして くださいな」 



物語る を 待てり。 

しさい ちいさい 

「私 は 金 沢の 士族 だが、 少し 仔細が あって、 幼少 ころ 

うち 

に 家 は 高 岡へ 引っ越し たの だ。 そのの ち 私 一人 金 沢へ 

おやじ な 

出て 来て、 ある 学校へ 入って いるう ち、 阿 爺に 亡くな 

られ て、 ちょうど 三年 前 だね、 余儀なく 中途で 学問 は 

廃止 さ。 それから 高 岡へ 還って みると、 その 日から 稼 

ぎ 人と いう ものがない の だ。 私が 母親 を 過 w J さに やな 

らんの だ。 何 を 言う にも、 まだ 書生 中の 体だろう、 食 

う ほどの 芸 はなし、 実は 弱った ね。 亡父 は 馬の 家 じ や 

す き 

なかった けれど、 大の所 好で、 馬術で は 藩で 鳴らした 

こども けいこ 

もの だそう だ。 それ だから、 私 も 小児の 時分 稽古 をし 



て、 少し は 所得が あるので、 馬車 会社へ 住み込んで、 

< らし 

馭者と なった。 それでまず 活計 を 立てて いると いう、 

まことに 愧ず かしい 次第 さ。 しかし、 私 だって まさか 

りょうけん のぞみ 

馬方で 果てる 了簡で もない、 目的 も 希望 も あるの だ 

けれど、 ままに ならぬ が 浮き世 かね」 

ま うま う ちょうぜん 

渠は茫 々たる 天 を 仰ぎて、 しばらく 悵然 たりき。 

おもて 

その 面 上に はいうべからざる 悲憤の 色 を 見たり。 白糸 

.. こ こわね 

は 青に 勝えざる 声音に て、 

「そり や あ、 もうだれ しも 浮き世で すよ」 

「うむ、 まあ、 浮き世と あきらめて おくの だ」 

のぞみ 

「今お まえさん のおつ しゃった 希望と いうの は、 私た 



銭よ リも吝 し まざりし この美 人の 胆は、 拾 人の 乗り 合 

い をして そぞろに 寒心せ しめたり き。 銀貨 一片に 瞪目 

せし 乗り合いよ、 君ら をして 今夜 天神 橋 上の 壮語 を 聞 

ほとばし 

かしめ なば、 肝胆た ちまち 破れて、 血 は 耳に 迸 出らん。 

花 顔 柳腰の 人、 そもそも なんじ は 狐狸 か、 変化 か、 魔 

性 か。 おそらく は※ 脂 〔# 「月 + 因」、 35-2 の 怪物なる 

べし。 また これ 一種の 魔性た る 馭者 だ も 驚き かつ 慄け 

リ。 

馭者 は 美人の 意 を その 面 に 読まん とした リ しが、 

能わず して ついに 呻き 出 だせり。 

「なんだ つ て？」 



け う おももち 

美人 も 希有なる 面色に て 反問せ り。 

「なんだ つ てと は？」 

「どういう わけで」 

「わけ も 何も あり はしない、 ただお まえさん に 仕送り 

がして みたい のさ」 

つば ひとりご 

「酔 興な！」 と 馭者 は その 愚に 唾す るが ごとく 独語ち 

ぬ。 

ひとつ 

「酔 興さ。 私 も 酔 興 だから、 おまえさん も 酔 興に 一 番 

私の 志 を 受けて みる 気 はなしかい。 ええ、 金さん、 ど 

うだね」 

馭者 はしき りに 打ち 案じて、 とこうの 分別に 迷いぬ _ 



おんじ ゆうび さしはさ りん 

その 音柔媚 なれ ども 言々 風霜 を 挟みて、 凛たり、 

烈 たり。 馭者 は 感奮して、 両眼に 熱涙 を 浮かべ、 

「うん、 せっかくのお 志 だ。 ご 恩に 預かりましょう」 

きん かしら 

渠は襟 を 正して、 うやうやしく 白糸の 前に 頭 を 下 

げ，. こり。 

「なんです ねえ、 いやに 改まって さ。 そう、 そんなら 

私 の 志 を 受け て くだ さるの？」 

あ-^ - 

美人 は 喜色満面に 溢る るば かりなり。 

「お世話にな リ ます」 

ことば つか 

「いや だよ、 もう 金さん、 そんなて いねいな 語 を 遣わ 

つま 

れ ると、 私 は 気が 逼 るから、 やっぱり 書生 言葉 を 遣つ 



「いくらお まえさん が 承知で も、 私が 不承知 だ」 

「おや、 まあ、 いやに むずかし いのね」 

まま, て 

かく 言い つ つ 美人 は 微笑みぬ。 

「いや、 理屈 を 言う わけで はない がね、 目的 を 達する 

おんがえし こじき 

の を 報恩 といえば、 乞食 も 同然 だ。 乞食が 銭 を もらう、 

それで 食って いく、 渠らの 目的 は 食う の だ。 食って い 

もら おんがえし 

ける から それが 方々 で 銭 を 乞った 報恩 になる とはい 

われまい。 私 は 馬方 こそす るが、 まだ 乞食 はした くな 

い。 もとよりお 志 は 受けた いのは 山々 だ。 どうか、 ね 

え、 受けられる ようにして 受けさして ください。 すれ 

ば、 私 は 喜んで 受ける。 さもなければ、 せっかく だけ 



れ どお 断わり 申そう」 

とみに は 返す 語 もなくて、 白糸 は 頭 を 低れ たりし 

おもて 

が、 やがて 馭者の 面 を 見る がごと く 見ざる がごと く 

うかが 

t レ つつ 

「じ や 言いましょう か」 

「うん、 承ろう」 と 男 はや ゃ容を 正せり。 

「ちっと 羞ず かしい こと さ」 

「なんなり とも」 

き かな 

「諾 いてく ださる か。 いずれお まえさん の 身に 適った 

こと じゃある けれども」 

さ 

「一応 聴いた 上で なければ、 返事 はで きん けれど、 身 



りません か。 何も 内 君に して くれ と言うん じ やなし。 

しょうがい 

ただ 他人ら しくな く、 生涯 親類の ようにして 暮らし 

たい と言うん でさね」 

馭者 は 遅疑せ ず、 渠の 語る を 追いて 潔く 答えぬ。 

「よろしい。 けっしてもう 他人で はない」 

涼しき 眼と 凛々 しき 眼と は、 無量の 意 を 含みて 相 合 

えり。 渠らは 無言の 数秒の 間に、 不能 語、 不可 説なる 

至微 至妙の 霊 語 を 交えたり き。 渠らが 十 年 語りて 尽く 

ま-うまく 

すべから ざる 心底の 磅礴 は、 実に この 瞬 息 において 神 

会 黙契され けるな り。 やや ありて、 まず 馭者 は 口 を 開 

きぬ。 



まつわ さき あしら 

おもしろ 半分に 夤る を、 白糸 は 鼻の 端に 遇いて、 

ひと 

「おまえ もとんだ 苦労性 だよ。 他の ことより は、 早く 

かえ うちの よろこ 

還って、 内 君で も 悦ばして おやん な」 

さすが に 車夫 も - ^ の 姉御 の 与し やすから ざ る を知リ 

ぬ。 

「へい、 これ ははば かり 様。 まあ あなた もお 楽しみな 

さ いまし」 

きびす めぐ はなうた 

渠は 直ちに 踵 を 回らして、 鼻唄 まじりに 行き過ぎぬ 

欣弥は 何 思い けん、 

くるまや と 

「おい、 車夫！」 とに わかに 呼び 住めたり。 

車夫 は 頭 を 振り向けて、 



され ども 見世物の 類 は 春 夏の ニ季を 黄金 期と せり。 

秋 は 漸く 寂しく、 冬 は 霜枯れの 哀れむべき を 免れ ざ 

るな り。 いわん や 北国の 雪 世界 は ほとんど 一年の 三分 

ち つ きょ 

の 一 を 白き 物の 中に 蟄居せ ざるべからざる や。 ことに 

時候 を 論ぜ ざ る 見世物 と 異なりて、 渠の 演芸 はおの ず 

やん- P 

から 夏炉冬扇の きらい あり。 その 喝采 は 全く 暑中に あ 

りて、 冬季 は 坐 食す。 

ここう くめん 

よし 渠は 糊口に 窮 せざる も、 月々 十数 円の 工面 は尋 

常 手段 の 及ぶ ベ きに あらざる なり。 渠は いかにして か 

なき 袖 を 振りけ る？ 魚 は 木に 縁りて 求むべからず、 

渠は 他日の 興行 を 質入れして 前借りしたり しなり。 



ひるま まんどう 

ろな りき。 白昼 を 欺く ばかりな りし 公園 内の 万 燈は全 

あまもよ い そら おうぼ つ 

く 消えて、 雨 催の 天に 月 は あれ ども、 四面 潫※ 〔# 「さ 

けぶ リ し うすずみ 

ん ずい + 孛」、 49-15〕 として 煙 の 布く がごと く、 淡 墨 を 

流せる 森の かなたに、 たちまち 跫 音の 響きて、 が やが 

やと 罵る 声せ る は、 見世物 師らが 打ち連れ 立ちて 公 

園 を 引き払う にぞ ありけ る。 この 一群れの 迹に 残りて 

語 合う 女 あり。 

ちょう まつ あした 

「ちょいと、 お 隣の 長 松 さんや、 明日 は どこへ 行きな 

さる？」 

としま いだ さる な たず 

年増の 抱け る 猿の 頭 を 撫でて、 かく 訊ねし は、 猿 芝 

居と 小屋 を 並べ し 轆轤 首の 因果 娘な り。 



すかしみ 

は 偸視て、 

やす 

「おや、 出刃 打ちの 連中が あすこに 憩んで いなさる よ 

うだ」 

* つし ろ 

「どれどれ」 と 見向く 年増の 背後に 声 ありて、 

「おい、 そろそろ 出掛けよう ぜ」 

旅装 束した る 四、 五 人の 男 は 二人の そばに 立ち 住ま 

りぬ。 年増 は 直ちに 猿 を 抱き 取りて、 

「そんなら、 姉さん」 

「参りましょう かね」 

両箇の 女 は渠ら とともに 行きぬ。 続きて 一 団 また 一 

だいじゃ かご にな またが 

団、 大蛇 を 籠に 入れて 荷う 者と、 馬に 跨 りて 行く 曲馬 



たお し ゆる つち ひれふ 

かず 仆れ たる 婦人 あり。 四肢 を 弛めて 地に 領 伏し、 身 

まくら 

動き もせで しばらく 横たわりた りしが、 ようよう 枕 

を 返して、 がっくりと 頭 を 俛れ、 やがて 草の根 を 力に 

おぼつかな くも 立ち 起が りて、 踽く体 を かたわらな 

ねあがり まつ から ささ 

る 露 根 松に 辛くも 支えたり。 

ゆかた ほど はぎ あら 

その 浴衣 は 所々 引き裂け、 帯 は 半ば 解けて 脛 を 露わ 

し、 高島田 は 面影 を 留めぬ までに 打ち 頹れ たり。 こ は 

これ、 盗難に 遇えり し 滝の 白糸が 姿な り。 

渠 はこの 夜の 演芸 を闋 わりし のち、 連日の 疲労 一時 

まどろ 

に 発して、 楽屋の 涼しき 所に 交 睫み たりき。 一 座の 連 

まと た ゆ * つ 

中 は 早く も 荷物 を 取纏めて、 いざ 引き払 わんと、 太夫 



の 夢 を 喚び たりし に、 渠は 快眠 を 惜しみて、 一 足 先に 

行けと 現に 言い放ちて、 再び 熟睡せ リ。 渠らは 豪放 

なる 太夫の 平常 を識 りければ、 その 言う ままに 捨て置 

きて 立ち去り けるな り。 

ほど めざ あき ご や うたたね 

程経て 白糸 は 目覚ましぬ。 この 空 小屋のう ちに 仮寝 

ふところ おさ 

せし 渠の 懐 に は、 欣弥が 半年の 学資 を 蔵め たるな り _ 

され ども 渠は 危う かりし とも 思わず、 昼 の 暑さ に 引き 

しず 力 

替えて、 涼しき 真夜中の 幽静 なる を 喜びつつ、 福 井の 

お もむ 

金主が 待てる 旅 宿に 赴かん とて、 そこまで 来たりけ 

おど にんず 

るに、 ばらばらと 小 蔭より 躍り 出ず る 人数 あり。 

くっきょう おおお のこ てぬ ぐ おもて つつ 

みなこれ 屈竟の 大男、 いずれも 手拭いに 面 を 覆 



白糸 は 死守 せん ものと 決心せ り。 渠の 脣 は 黒くな 

りぬ。 渠の声 はいたく 震いぬ。 

「これ は 与られな いよ」 

「与れな けり や、 ふんだ くるば かりだ」 

「貴つつ けろ、 遣っつけろ！ | 

■I つし ろ 

その 声 を 聞く とひと しく、 白糸 は 背後よ リ 組み付か 

ひし 

れぬ。 振り払わん とする 間 も あらで、 胸 も 挫ぐ るば か 

リ の翼緊 めに 遭え リ。 たちまち 暴 くれたる 四 隻の手 は、 

力き さが 

乱雑に 渠の 帯の 間と 内懐と を 撈 せリ。 

「あれえ！」 と 叫びて 援ぃを 求めたり し は、 このと き 

の 血 声な りき。 



ひとり 

「あった、 あった」 と 一個の 賊は 呼びぬ。 

「あつたか、 あつたか」 と 両三 人の 声 は※ 〔# 「應」 の 

「心」 に 代えて 「言」、 53-13〕 えぬ。 

さるぐつわ はま 

白糸 は 猿轡 を 吃され て、 手取り 足取り 地上に 推し 

も だ は か 

伏せられつ。 され ども 渠は 絶えず 身 を 悶えて、 跋ね覆 

ゆる 

えさん としたり しなり。 にわかに 渠らの 力 は 弛みぬ。 

虚 さず 白糸 は 起き 復る ところ を、 はたと^, 仆 されたり。 

ひま う 

賊は その 隙に 逃げ失せて 行く え を 知らず。 

惜しみても、 惜しみて もな お余り ある 百 金 は、 つい 

に 還ら ざ る ものと なりぬ。 白糸 の 胸中 は 沸く が ごとく、 

焚 ゆるが ごとく、 万感の 心を衝 くに 任せて、 無念 已む 



方な き 松の 下 蔭に 立ち尽くして、 夜の 更 くる を も 知ら 

ざ リき。 

あきら 

「ああ、 しかたがない、 何も 約束 だと 断念め るの だ。 

なんの 百ぐ らい！ 惜しく はない けれど、 欣 さんに 済 

まない。 さぞ 欣 さんが 困る だろう ねえ。 ええ、 どうし 

よう、 どうしたら よかろう sc:」 

渠は ひしと わが 身 を 抱きて、 松の 幹に 打ち当てつ。 

ようよう 

ふと かたわら を 見れば、 漾々 たる 霞が 池 は、 霜の 置き 

ほのぐら 

たるよう に 微黯き 月影 を 宿せ リ。 

めざし あ つ 

白糸の 眼 色 は その 精神の 全力 を鍾 めた るかと 覚 しき 

おも き み 

ばかりの 光 を 帯びて、 病める に 似た る 水の面 を 屹と視 



もんちゃく おと 

めに せし とき、 かれこれ 悶着 の 間に 取り 遺せし を、 忘 

れて 捨て 行きた るな り。 

りつぜん お ぼ 

白糸 はたち まち 慄然と して 寒さ を感 えたり しが、 や 

かざ 

がて 拾い 取りて 月に 翳しつつ、 

「これ を 証拠に 訴えれば 手掛かりが あるだろう。 その 

うちに はまた なんとか 都合 もで きょう。 …… これ は 今 

死ぬ の は。 …… 」 

この 証拠物件 を 獲た るが ために、 渠は その 死 を 思い 

とどま 

遏 りて、 いちはやく 警察署に 赴かん と、 心 変われば い 

みぎ わ たお 

まさら 忌まわし きこの 汀 を 離れて、 渠は 推し 仆 され 

まつ ぜ （：- 

たりし あた リを 過ぎぬ。 無念の 情 は 勃然として 起これ 



それが 何より 愁い！ といって 才覚の しょう もな し。 

…：- 」 

陰々 として 鐘声の 度る を 聞け リ。 

「もう 一 一時 だ。 はてな あ！」 

白糸 は 思案に余って、 歩むべき 力 も 失せつ。 われに 

もた びおう リ ゆう た ひのき 

も あらで 身を靠 せた る は、 未央 柳の 長く 垂れた る 檜 

の 板塀の もとな りき。 

ろくしょう てい せきが 

こ はこれ、 公園 地 内に 六勝亭 と 呼べ る 席 貸しに て、 

あるじ すき 

主 翁 は 富裕の 隠居 なれば、 けつ こう 数寄 を 尽くして、 

営業の かたわら その 老い を 楽しむ ところな リ。 

白糸が 佇みた る は、 その 裏口の 枝 折 門の 前なる が、 



ひしめ たお あけ 

戸を犇 かして、 男 は 打ち 僵れ ぬ。 朱に 染みた る わ 

いたで うめ 

が 手 を 見つつ、 重傷に 唸く 声 を 聞け る 白糸 は、 戸口に 

すく S る 

立ち竦みて、 わな わなと 顫 いぬ。 

渠 はもと より 一 点の 害心 だに あら ざり しなり。 われ 

ふるま い 

は そもそもい かにして かかる 不敵の 振舞 をな せし か を 

疑いぬ。 見れば、 わが 手 は 確かに 出刃 を 握れり。 その 

出刃 は 確かに 男の 胸を剌 しけるな り。 胸を剌 せし によ 

りて、 男 は殪れ たるな り。 されば 人 を 殺せし はわれな 

リ、 わが 手な りと 思いぬ。 され ども 白糸 はわが 心に、 

わが 手に、 人 を 殺せし を 覚え ざり しなり。 渠は夢 かと 

疑えり。 



いまし 

渠は 内儀 を 縛 めんと て、 その 細帯 を 解かん とせり。 

ひとごこち あるじ 

ほとんど 人心地 あらざる までに 恐怖した りし 主婦 は、 

このと きょうよう 渠の 害心 あらざる を 知る より、 いく 

ぶんか 心 落ちい つ つ、 はじめて 賊の姿 をば 認め 得たり 

あら おの こ 

しな リ。 こ は そ もい かに！ 賊は暴 くれたる 大の男 

とりな リ おんな 

に は あらで、 鱧 度 優しき 女子な らんと は、 渠は今 その 

正体 を 見て、 与し やすしと 思えば、 

どろぼう か か 力 

「偸 児！」 と 呼び 懸けて 白糸に 飛び 蒐 りつ。 

自糸は 不意 を 撃 たれて 驚きし が、 すかさず 庖丁の 柄 

を 返して、 力任せに 渠の頭 を 撃てり。 渠は 屈せず、 賊 

の 懐に 手 を 捻じ 込みて、 かの 百 円 を 奪い返さん とせり _ 



あた ぎ 

としたり しかば、 白糸 は 触る を 幸いめ つた 斫リ にして、 

弱る ところ を 乳の 下 深く 突き 込みぬ。 これ 実に 最後の 

一 撃な リ ける なり。 白糸 は 生まれて よりい まだ かば か 

りおび ただしき 血 汐を見 ざり き。 一 坪の 畳 は 全く 朱に 

ほとばし 

染みて、 あるいは 散り、 あるいは 迸 り、 あるいは ぼ 

た ぼた と 滴りた る、 その 痕は八 畳の 一間に あまねく、 

, た 仃潦の ごとき 唐紅の 中に、 数 箇所の 傷 を 負いた る 

内儀の、 拳 を 握り、 歯 を 嚙ぃ緊 めて のけざまに 顚 覆り 

ちまぶ ひた いご まなこ にら 

たるが、 血塗れの 額 越しに、 半ば 閉じた る 眼 を 睨む が 

ごとく 凝え て、 折 も あらば むくと 立たん ずる 勢いな り。 

さいご あさましき 

白糸 は 生まれて ょリ、 いまだ かかる 最期の 愴惻を 



「さよう さ、 共進会 も 見ようと 思います が、 ほかに 少 

し。 …… 」 

渠は話 好きと 覚 しく、 

おっとめ むき 

「へへ、 何 か 公務 の 御用で」 

その 人 は 髭 を 貯えて、 洋服 を 着けた るよ リ、 渠 はか 

く 言いし なる ベ し。 官吏？ は 吸い 窮めた る卷 煙草 を 車 

の 外に 投げ 棄て、 次いで 忙 わしく 唾 吐きぬ。 

あす あさって き 

「実は 明日 か、 明後日 あたり 開く はずの 公判 を 聴こう 

と 思い ましてね」 

「へへ え、 なるほど、 へ え」 

渠は そ の 公判の なん たる を 知らざる が) J とし。 かた 



髭 は 再び こなた を 振り向きて、 

「そう、 ちょっと おもしろい 裁判で な」 

渠は話 児 を 釣るべき 器械なる、 渠が 特有の 「へへ え」 

てんま つ 

と 「なるほど」 と を 用いて、 しきりに その 顚末を 聞か 

お つ 

ん とせり。 乙 者 も 劣らず 水 を 向けたり き。 髭 ある 人の 

ぜ つぼん やわら 

舌 本 はよう やく 軟 ぎぬ。 

「賊 はじきに その 晚 捕られた」 

「こわい もの だ！」 と 甲 者 は 身 を 反らして 頭 を 掉リぬ _ 

ナンキン 

「あの、 それ、 南京 出刃 打ちと いう 見世物な、 あの 連 

中の 仕事 だとい うの だが ね」 

お つ 

乙 者 は 直ちに これ に^ぜり。 



弁者 は 得々 として、 

「おまえさんが たも 間が あったら、 公判 を 行って ごら 

ん なさい」 

「こリ や 芝居より おもしろいで ございましよう」 

乗客 は t 忙 々 下車して、 思い思いに 別れぬ。 最後に 

威儀 ある 紳士 は その 母の 手 を 執 リて扶 け 下ろしつ つ、 

くるま 

「あぶのう ございま すよ。 はい、 これから は 腕 車で ご 

ざいます」 

渠らの 入りた る 建 場の 茶屋の 入り口に、 馬車 会社の 

老いた る 役員 は 佇めり。 渠は 何気なく 紳士の 顔 を 見 

ひとみ 

たりし が、 にわかに われ を 忘れて その 瞳 を 凝らせり。 



たちまち 進み 来たれる 紳士 は帽を 脱して、 ボタンの 

と ちゃらし や こいん ぶら さ 

二 所 失れ たる 茶 羅紗の チョッキに、 水晶の 小 印 を 垂下 

めっき くさ リ か もた 

げたる ニッケル 鍍の 繅を繫 けて、 柱に 靠れ たる 役員 

の 前に 頭 を 下げぬ。 

ごきげん 

「その後 は 御機嫌よ ろしゅう。 あいかわらずお 達者で 

…：- J 

役員 は 狼狽して 身 を 正し、 奪う がごと くその 味噌 漉 

し 帽子 を 脱げ リ。 

「や あこれ は！ 欣 様だった ねえ。 どうも さっきから 

肖て いると は 思った けれど、 えらく りっぱに なった も 

ん だから。 …… しかしお まえさん も 無事で、 そうして 



は 四 壁に 響き、 天井に※ 〔# 「應」 の 「心」 に 代えて 「言」、 

70-S えて、 一 種の 恐ろしき 音 を 生して、 傍聴人の 胸 

とどろ 

に 轟きぬ。 

威儀 おごそかに 渠らの 着席せ ると き、 正面の 戸 は 再 

ひら こうそう かたち そな 

び 啓きて、 高 爽の気 を 帯び、 明 秀の容 を 具えた る 法官 

あら ひげ ひね しょうよう 

は 顕われたり。 渠は その 麗しき 髭 を 捻りつつ、 従容 

として 検事の 席に着きたり。 

謹慎なる 聴衆 を！ I れ たる 法廷 は、 室内の 空気 些も熱 

せず して、 渠らは 幽谷の 木立ちの ごとく 群がりたり。 

まと 

制服 を 絡いた る 判事、 検事 は、 赤と 青と カバ— を 異に 

せる テ ー ブル を 別ちて、 一段 高き 所に 居並びつ。 



をな さ ざ るべき なり。 烈々 たる 渠が 心中の 活火 はす で 

き 

に燼 えたる か。 なん ぞ渠の はなはだしく 冷 灰に 似た る 

や。 

てヽ あ^^.^ 

欣弥 はこの 体 を 見る より、 すずろ 憐愍 を 催して、 胸 

も 張り 裂く ばかりな りき。 同時に 渠は おのれの 職務に 

心 着きぬ。 私 を もって 公に 代えが たしと、 渠は拳 を 

まなこ 

握りて 眼 を 閉じぬ。 

やがて 裁判長 は 被告に 向かいて 二、 三の 訊問 ありけ 

えん すす とうとう 

るの ち、 弁護士 は 渠の冤 を 雪がん ために、 滔々 数千 言 

を陳 ねて、 ほとんど 余す ところ あら ざり き。 裁判長 は 

いんぺい さと 

事実 を 隠蔽せ ざらん ように 白糸 を 諭せり。 渠 はあく ま 



「うむ、 隠さずに 申せ」 

「実は 奪ら れ ました」 

ついに 白糸 は 自白せ り。 法の 一 貫目 は 情の 一 匁なる 

かな、 渠は そのな つかしき 検事 代理の ために 喜びて 自 

白せ るな り。 

「なに？ 盗られた と 申す か」 

裁判長 は 軽く 卓を拍 ちて、 きと 白糸 を視 たり。 

「はい、 出刃 打ちの 連中でしょう、 四、 五 人の 男が 

手籠めに して、 私の 懐中の 百 円 を奪リ ました」 

「しかと さよう か」 

「相違 ^ ざり ません」 



宣告の 夕べ 寓居の 一 一階に 自殺して けり。 

(明治 一 一十 七 年 十 一 月 一 日 I 三十日 「読売 新聞」) 
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